い 7) 


淺間 高原の クモ 

岡崎常太郞 

ここに言ふ澤閒高原とは，淺間山を中,じ、として，柬は稚氷輯から霧穗.西は 
追分原，南は南輕弗澤，化は化輕井澤をふ < む地域を指すのである0この地域 
は活乂山をひかへ，輕井澤一*たいの离原をふ<む理想的の避擧地であるが，こ 
とに箱極止地株式會社が千ケ濡の避暑她を销いてからこ〇方，一夏をこの地に 
過ごして*元氣を養ふ ミヤコの 人力;，年と共に盛んになりつつあるなこれは誠 
に結構なことではある力;，殘念なことには，巧角チリの巧中をはなれて山に來 
て居りながら山を樂しむことを知らず，自然を研究して，これを味ふことを知 
らぬ人の意外に多いのには，を<おどろかざるを得ない0淺間高原は活义山淺 
間と，鬼巧おしと，ツツジケ原をもつてねるので，日本一の國立を圃として 
も，十二みのネウチがあるばかりでな <，世界の自然公園としても，決しては 
づかし < ないものである0飛行機の潑達と共に地球は急速に小さ < なり，わが 
日本帝國はアジ ヤの 中,じ、たるのみでなく，やがて世界の中心となるものと信じ 
るうく，さうなると，景をの美しい日本にをこがれて，世界の人が踐々と見物に 
來るであらう。 

をの時は，日光と箱棍淺間高原と萃津，那須と鹽原などは， ハイキングコ 
ース でな < て飛行機 コースと して，まつ先にあげなければならぬから.これ等 
の地域の地質をはじめとして，自然物を一通り硏究しておかなければ，か人に 
對して面目ない次棠である〇實を言へ换將來を待つまでもなく，今自すでに 
必要にか まられてね るのである0かやうに考 へて 見ると，對巧的にも對外的に 
も一時も 早く研究に着手しなければ ならぬことを 痛切に感じる次第であるが， 
幸に靑山子爵家の犬原晴难 ft は，かわてから，この事を鞠根: t 地會社に謀り， 



(が） 


千ヶ驢の避暑地の一部に自然公圃を造り，また自然博物館を設立することの必 
要を說いて，社長堤氏を動かし，大いにをの氣運を進めて居られた0私はをの 
事をを<知らなかったのでをるが，たまたま昭和巧年の夏，子爵家で大原氏に 
會つた時.千ヶ溝 i の自然硏究の必要を力說しを所，話はたちまち進んで，さつ 
そくをの年の夏から，まづ昆蟲を乎始めに採集に取りかかることになり，この 
もを大原巧から魯社に勸めて，いよいよ攝物館設立にーホをふみ出すこと、な 
った。よって同年八月上お岡崎は大原巧と鹿蟲採集を始め，志赞卯巧氏の巧力 
を得て翌13年の夏にも巧集を試みた。をの際ついでな—がら.クモの採集をも試 
みをので.植村•利夫若を煩はして，標本の鑑ををしてもらっを。次に揭げをも 
のがそれである。この穂本は，千ヶ麵褐被主地株式會社の經營にか、る「淺間 
高原通俗博物館」に保をして，一般の觀魔に供し，淺間高原における生物研究 
の資料にする箸である0 (昭夕 U 4 — 3— 17) 


淺間高原還俗博物館クモ類標未目錄 

(mm 14-3-1 植巧利夫巧同定） 


ヒメグを科 
サラグモ科 
コガネグモ科 
キシ ダグを科 
ドクグモ科 
タナグモ科 
カニグ モ科 
フクロ グモ科 
ワシグモ科 


Theriaimae 

Linypniidae 

Argiopiaae 

Pisauridae 

Lycosidae 

A が le 打 idae 

Thomisidae 

Clubiomaae 

Drassidae 


玉（が nus) 

玉 

4 

1 

1 

3 

1 

王 


2 ( species ) 
玉 

6 

2 

玉 

1 

3 

玉 

玉 


14顯 


9科 


Theridiidae ヒメグモ科 


化種 




(が） 


1. Theridion tepidariorwn じ \ん Koch 

1〇_8-14巧兜所さ罕 

2. Theridion sp. 

13—8—10 初究所一峯/茶屋 

Linyphiidae サラグモ科 
み Linyphia marmnata 1 j. Koch 

13-^8 — 20研を巧一峯ノ茶鼠 VU 8— :〇追み, 

13~8—中巧巧を所附近 C 馬越巧雄君採集） 


ホホヒメグモ 

ヒメグ モ—一穂 

サラグモ: 


Ar 孩 iopidae コガネダモ科 

4. Araneiis ventricoms ( L ， Koch ) ホ ニグ モ 

13-8-10 峯ノ 茶屋，]3 — 8 —20追を 

5. Araneas を cylla (Karsch) ヤマシ ロ ホ^グを 

13 __ 8 一 20追を，13 — 8 — 21研究所 ハナレ山〔離111), 

13^ 8—じ巧究腑]3 — 8—17 菌原一醫掛 13 - 8—17 
研究所， 33— 中旬研绽巧惭あ C 馬越を錐菊探集） 


6. Araneas sc 挪 aides Bosenberg et Strand サツマノ ミグマシ 

13— 8 — 23南輕井澤ホンタテャマ娜立山）， 1;;— 8 — 20避を， 

了 . Argioft hruennichii Scopoli ナガコボネグホ 

13—8—16 追を，13^8^20追か 

8. Meta doenizii Bosenberg et Strand ドヨウグモ 

13^8 —13 千ボ雜驢ツボ附近， 13™^ 8 ^11ツツジボ原. n — 

8—巧南原一を掛.巧一 S - SI ハナレ山 

9. Te'ragnatha iaponica Bo=enberg et Strand ヤサ ガタア シナ ガグモ 

13- S -17 南原~谣掛 

Pisauridae キシダグモ巧 

10, Doloincdes raptor ]Rosenberg et Strand ク、シリグモ 

13一 8 -13 千ガ離髓ツポ附近 

11. Dolomedes sulfureus L. Koch 


イワウイロハシリグモ 



( 20 ) 

13-8-17 稚氷悼見晴臺 

Lycosidae ドクダモ科 

12. Lycosa lavra Karscli ハリダドクグ巧 

13 — 8— 14研苑所 

A か lenidae タナダモ科 

13. Agelena limhaia Thorell クサ グモ 

13— •8—10 研究所室巧 

Thomisidae カニダモ科 

14 Misumena tricuspidata Fabricius ハナグモ 

3 — 8 一 0 追分 

15. Oxytate striatipes L. Koch ヴカバグモ 

I 3— S — 20追を 

16, Synaema gloho&a japonica Karsch フノ ジグモ 

Clubionidae フクロダホ科 

X7, Chiracanthimii rvbicundulum Kishida エドコマチ グモ 

13-8-14 芹ボ截 IS —8— 23 南輕井澤オン タテ 阳 C 押 立山） 

Drassidae ワシダ* t 科 

18. Yoshidaia ivpiea Kishida ヨシダグモ 

13 — 8 —20 追を 

備考 1. 採集はすべて昭和13年8巧に巧つたも田でをるが，たピ属蟲採集 
のかたはら目にふれたものを集めたに過ぎない 0 
2. 「研究所」とある。は，觀翠樓の附近の西崎舞廊研究所であつを建 
物を臨時に利用して，これを「淺閒高原通俗博物館昆蟲研究所 J 
としたので，をれを指しをものである 0 
を 「 W 究所一峯ノ茶屋 J とある〇は，上に述べた W 究巧から峯ノ茶 
屋に至るまでの間で採集したことを示したものである。 



